「再　会」（原案：上板橋第一中学校演劇部、作：田中真則）
＝キャスト＝

夏乃（女子）　　　　
春代（女子）　　　　
冬美（女子）　　　　
千秋（女子）　　　　
直樹（男子）　　　　

光男（男子）　　　　
夏乃の母　（女子）　
　中学生３～７名
　ナレーター

三陸海岸は岬と入り江が複雑に入り組んだリアス式海岸になっていて、豊かな自然と漁業資源に恵まれたとてもいい所です。この物語は、そのちょうど真ん中あたりに位置する小さな町の、とある中学校を舞台としたお話です。

◆第１幕　なつかしい教室で　　

夏乃　　あれ。あたしが一番乗りか。久しぶりの中学の教室、なつかしいなあ。……くん、くん（においを嗅ぐ）なんか臭う、臭うべ、臭うべ、なんかなっつかしい臭い。（１台の机に吸い寄せられるように）

直樹下手から登場。びっくりしてその様子を見つめている。

夏乃　　これ、もしかしてあたしが使っていた机？（引き出しの中をのぞきこむ）あっ、やっぱそうだべ。ここに名前を書いたんだ。（いすに座って）な～つかしいなあ、このにおい、この木のぬくもり（ほおをすりすり）。

直樹　　…………（フリーズ）。
夏乃　　……（直樹の気配を察しフリーズ）……。

直樹　　な、なにやってんだべ？
夏乃　　いやあ、ちょ、ちょっとね。……そうだ、直樹君、記念に写真撮ってくれる。（携帯電話を渡す）
直樹　　ああ、いいべ。（携帯電話を見て）へえ、かわいいワンちゃんだね。南さんちの？
夏乃　　そう。ラブラトールレトリバー。名前はラブっていうの。人間で言ったらもうおじいちゃん。子どものころからずっとあたしといっしょで、家族みたいなもんよ。（カメラにポーズして）イエーイ！
春代登場

夏乃　　あっ、久しぶり、ハルちゃん、元気だった！

春代　　おらが一番乗りだと思ったのに～。

夏乃　　ハルちゃん、青木先生に教室使うの交渉してくれたんだって。ありがとう。

直樹　　でもさ、よくこったなことで教室使ってもいいって言ってくれたよな。

春代　　実はね、おら、青Ｔの秘密握ってるの？

夏乃・直樹　　秘密？

春代　　んだ。「青木先生、一生のお願いです。どうか元３年４組の担任として教室を貸してください。先生の秘密は、私の心の深～い深～い海の底に沈めておきますから。」って言ったの。そしたら……。

夏乃・直樹　そしたら？

春代　　「しょうがねえべ。でもこれが最後よ」って言って、青Ｔ、すぐに了解してくれたよ。
直樹　　だめだべさ～。先生脅迫したら。

春代　　（頭を指さして）ここさ、ここ！

直樹　　で、その秘密ってなんだよ？
春代　　それは内緒。あの深～い深～い海の底に沈めたよ。

　　冬美・千秋登場

冬美　　おばんでやんす！

夏乃　　ああっ、ひっさしぶり、冬美ちゃんに千秋ちゃん。
冬美　　これ。例のやつ、書いてきたよ。そっちもって。（ポスターを掲示する）
春代　　へえ、なかなかいいべさ。
夏乃　　あとは幹事だれがくるんだっけ？
直樹　　男は光男ぐれえかな。

冬美　　いいべ。直樹以外の男は役に立たねえよ。

夏乃　　クラス全員で集まるのって卒業以来だよね。今日はみんな来れるかな。
千秋　　そうさね。みんな部活やバイトに忙しそうだしね。

冬美　　ハルは今なにやってんの？

春代　　バイトの毎日だよ。父ちゃん漁師で、最近漁船の燃料代とか上がってるから、ちょっとはおらが稼がねえとね。でも、この町、なかなかバイト先ないんだよね。
直樹　　んだな。最近シャッター通り増えたべな。

春代　　おら、高校出たら、東京で暮らすんだ。東京にねえちゃん居っから。こんなカラオケもねえ、コンビニもねえ、プリクラも撮れねえ田舎町、もうごめんだよ。

冬美　　直樹はどうなの？勉強頑張ってるの。

直樹　　んだ、一日中勉強の毎日だよ。

夏乃　　いいの？こんなことに時間を使って。勉強忙しいんじゃねえの？
直樹　　あ、大丈夫、大丈夫。この前けっこう成績よかったから。それに一応３年４組の学級委員だったから、おらがいないと始まらねえべ。
春代　　とか何とか言っちゃって、ホントは夏乃目当てでやってきたんだべ？
直樹　　ち、ちげえ（ちがう）よ。

夏乃　　ちょっとやめてよ。

春代　　そうかあ。ほ～ら、顔がみるみる赤くなってきたじゃ。

冬美　　あっ、ほんとだべ。

直樹　　ち、ちげえって言ってんだべ！

春代　　そんなにムキになるところなんて怪しいよな。

冬美　　純情一筋なんだ、直樹は。

春代　　中３の時に夏乃からバレンタインもらったべ。きっと記念にとってあるんだべ？
一同　　じぇじぇじぇ！
直樹　　な、なすてそったなこと知ってんだべ！
春代　　へえ、まじだったんだ。あっはっは、ばっかみたい。
　　　　間

直樹　　おら、けえる（帰る）
春代　　おいおい冗談、冗談だべ。（通せんぼする）
冬美　　そんなにまじになるなって。

直樹　　これから、郷土のために偉くなろうっていう人間にそったな冗談やめてほしいべさ。

春代　　はいはい。わ～かりました。
直樹　　おらに対するものすごいバッシング感じる。覚えてけ。やられたらやりかえすかんな。（背を向ける）
春代　　（すかさずあかんべえをする）
　　　　間

　　
夏乃　　ねえねえ。せっかく久しぶりに再会したんだからさ。も少しみんなが和む話しよ。

千秋　　んだ。「クラスの日」なんだから、中学時代の思い出話しよ。

夏乃　　そうよね。そうしよ。

春代　　思い出話って言ってもさ。おらたちのクラス、何やってもくそ弱かったことしか思い出せねえべ。

冬美　　んだ。最初っから「負け組」ってレッテル貼られてたね。
春代　　勉強も行事も見事に負け続けたよな。

千秋　　青木先生、初めての担任だったのに、早くもあきらめムードだったっけ。
春代　　テストをやれば、平均点は学年ダントツのビリ。

直樹　　（ふりかえり）言っとくけど、おらは４組の平均点アップに貢献したからね（春代に向かってあてつけるように）。

春代　　んだんだ。どうせおらは足を引っ張りましたよ。（直樹に向かって皮肉っぽく）
冬美　　６月の運動会だって、ダントツのビリ。

千秋　　学級リレーではバトンを落として失格になっちゃうし。

春代　　オオムカデは気持ちも脚もバラバラ。男子は途中でひもがキレてレース中止。女子はけっこういい線いったけど、ゴール直前で転倒し、これまたビリ。おら先頭だったから、顔から思いっきり地面に突っ込んじゃうし。もう最悪だったわ。
冬美　　だから顔くずれたんじゃねえの？

直樹　　ついでに脳みそもくずれたんじゃねえの？
春代　　何だべ！

直樹　　さっきの仕返しだよ。これぞおら流倍返しだ！
直樹・春代　（ファイティングポーズ）
一同　　（笑い）

夏乃　　ちょっと、直樹君も今のは言い過ぎだよ。明るい話、なんかないの？
千秋　　そうそう、明るい話、明るい話……。でもさ、その分、合唱コンクールは頑張ったよね。
夏乃　　あん時は運動会のリベンジで、まじで練習燃えたよね。
直樹　　でも、本番１週間前に男女で大げんか。
冬美　　ふだんめったに怒らない青木先生が、あん時はマジ切れだったよね、「こんクラスは舞台に立たせねえ」って。
直樹　　さすがに男子もやばいと思って、夜、浜辺に集まって秘密練習したべさ。そして絶対うまくなって、女子達を見返してやろうってね。
千秋　　そうそう。そしたら男子、ホントにうまくなってたよね。まじでかっこよかったよ。
冬美　　これは女子も負けてられないって必死で練習して。

夏乃　　合唱コン当日は最高の出来だったよね。あたし、ピアノ伴奏してて、涙出てきた。
直樹　　そうだべな。あの時の４組の歌は、指揮台に立っていて、まじで足がふるえたな。これまでで最高の出来だった……。
　　　　合唱曲流れる。指揮をする直樹。
千秋　　……でも、結局優勝は１組に持って行かれたんだよね。

春代　　……あの日の帰りの学活、ほとんどお通夜の晩だったよな。泣いてるやついたよな。

冬美　　おめえさんだよ。一番泣きわめいてたのは。この壁のへこみ、ハルがぶったたいたんだべ。、
直樹　　青木先生もおらたちにかける言葉、出なかったよな。

　　　　間

夏乃　　………でも、次の日にさりげなく賞状、教室に飾ってくれたんだよね。「オンリーワン賞」って。
春代　　んだ。「青木のさっちゃん、何くさいことやってんだべ」って感じで。まっ、うちのクラス賞状１枚もねえから、何もねえよりかはましかなって感じで。

夏乃　　あたしね、今でもそれ持ってるよ。

春代　　え、まじぇ？
夏乃　　うん。青木先生からもらったの。今日持ってきた。（カバンから出す）ほら。……読むね。

　　　　
賞 状　オンリーワン賞　３年４組の皆様

あんたがた３年４組は、歌を通して人を愛することや信じることの大切さを伝えました。その歌声は、担任の心を揺さぶり、いつまでも記憶として刻まれるものでありました。よってここに感謝の意を表します。
　二〇一〇年十月二十六日

三陸市立黒崎中学校３年４組担任　青木　幸子
　　　　間

春代　　何だかなつかしいな。

夏乃　　あれから４組変わったね。おらたち急に仲良くなったね。
冬美　　テストの平均点も上がったんだよね。

直樹　　それはおらがいたからでねえの。
春代　　また、どっかのだれかさんがうっざいこと言ってまーす。

夏乃　　３学期の最初の日。クラスで３つのきまりを作ったの、覚えてる？
千秋　　ああ、覚えてる、覚えてる。

夏乃　　その１．クラス全員が合格するまでは、カラオケ、ゲーセン、恋愛、一切禁止。

春代　　恋愛禁止は、おらにはちょっときつかったべな。

冬美　　そんなわけねえべ。
直樹　　ありえねえ、ありえねえ。その２．推薦で先に合格した人は、放課後一般受験組の勉強をサポートすること。

千秋　　あたし、なっちゃんに数学教えてもらって、すーごい助かったわ。

夏乃　　そうだった？よかったね。その３．受験勉強を理由に学校を休まないこと。

冬美　　残り少ねえ学校生活をみんなでエンジョイしようって約束したんだよね。

千秋　　卒業までの日めくりカレンダーみんなでつくったよね。１枚１枚めくるたびに、もう卒業しちゃうの、みんなと別れたくねえよ、って何だか涙出てきたよね。

夏乃　　受験前には全員でお守りがわりにミサンガつくったね。

春代　　そのミサンガがめっちゃ効いたんだよね。おらなんか、絶対無理だって言われてた高校に受かっちゃったもんね。

千秋　　今でも持ってるよ、（携帯を見せる）ほら。
冬美　　おらも。（腕を見せる）
夏乃　　そして、信じられない奇跡がおこったんだよね。

一同　　そう。志望校全員合格！

春代　　一番出来の悪いクラスがさ、一番に全員行き先決まったもんね。
冬美　　んだ。「これぞ黒崎中の奇跡！」って青Ｔ言ってたよね。

夏乃　　それから、みんなで合格祝いしたの覚えてる？
春代　　最初はとなり町まで行ってカラオケの予定だったんだけどな。でも、あそこじゃ全員入れねえって。
夏乃　　うん。４組らしくみんなでできることしようってことで、休みの日に黒崎岬のキャンプ場さ行って、みんなで遊んだんだよね。

直樹　　んだんだ、みんなで食べたバーベキュー、最高にうまかったよな。
冬美　　光男ったら、海さ潜ってウニいっぱいとってきたね。

直樹　　それやばくね。密漁だべさ。
夏乃　　そのまま夜の校庭に侵入して……。

冬美　　みんなで寝っ転がって、夜空見たんだよね。
千秋　　ほんとにきれいだったね。あたし、あんなきれいな星空見たの、初めて。

夏乃　　卒業してもまたみんなでこんな星空を見上げられたらいいねって。

直樹　　そこで、学級委員のおらと南さんの提案で、合唱コンが行われた１０月２６日を「クラスの日」に制定しました。
夏乃　　うん、１０月２６日にここでみんなで歌って、星空見ようって。

千秋　　それが待ちに待った今日なんだよね。

春代　　なんか青春だよな。ドラマだよな。あ～あ、おら、やっぱり中学校がよかったべな。
冬美　　おらも。もう一回やり直したいよね。

千秋　　ほんと。

春代　　心から割って話せる友達って、やっぱり小学校とか中学校の友達なんだよな。

　　　　間
千秋　　そしていよいよ卒業だよね。ねえねえ、卒練のこと覚えてる？
春代　　みんな、やばかったよな。卒練の最中からもう泣いてるの。

冬美　　おめえさんだろ、一番泣いてたのは。青Ｔと抱き合って号泣してたじゃん。

直樹　　じぇじぇじぇじぇじぇ！

春代　　（冬美に）そったなこと、してねえよ。

直樹　　そっか。そうだったんだ。

春代　　（直樹に）何だよ。そうだったって。（冬美に）勝手に話つくるんじゃねえよ。
冬美　　覚えてねえの？おら、写真でバッチリ撮ったから。

春代　　やがまし！　うそ言ってんじゃねえよ！

冬美　　ハル、素直に認めたら、楽になれるよ。

直樹　　くんくん、なんか臭う、なんか臭うべ。さっきの青Ｔの秘密とか何とかにに関係あるんじゃねえの。

春代　　あのなあ…………おらもうけえる（帰る）！

千秋　　ちょっと、今度はハルちゃんまで…。もうだめだよ。せっかくの「クラスの日」が台無しになっちゃうよ。

春代　　だって、こいつらがおらのこと、バッシングするんだもん。これ、いじめだよ。
夏乃　　（話を遮るように）ねえねえ、卒業式ってもう終わったんだっけ？……。
春代　　……何言ってるの？もうとっくにおらたち卒業したべさ。
冬美　　……卒業して、今、高校生活エンジョイしているわけだべ。
夏乃　　……そう、そうだね……あたし、高校行ったんだよね。

冬美　　……なに言ってるの、なっちゃん。おめさ推薦で高校受かって、４組で一番早く合格決めたべさ。

夏乃　　……あ、そうだった。そうだった。あたし、高校一番に受かったんだよね。

春代　　……ちょっと、ナツ。今日なんか変だよ。少し熱あるんじゃないの？
　　　　間

千秋　　あのさ。あたし、さっきから不思議なことがあるんだけど、言っていい。

春代　　えっ、なんだ、なんだ？
千秋　　あんね。なっちゃん、なして（どうして）なっちゃんだけ制服さ着てるの？

春代　　あっ、そう言えばホントだ。しかも、それさ、中学の時の制服だよ。
　　　　不思議がる一同。そこへおくれて光男登場。
光男　　じゃ～ん、みなさんお元気？
春代　　何だよ、そのかっこう。
光男　　いやあ、おらの仕事着だべさ。何とか仕事親父に頼んで出てきたんだ。だから、はい、差し入れ。

冬美　　おっ、何だか気が利くねえ。

光男　　商売もののあまりだけどな。はい、これぞ三陸名産高田屋の蒲鉾。めっちゃうんめえ（うまい）よ。
千秋　　わあ、あたしこれ好きだ。

　　　　間

直樹　　よし。じゃあこれで一応クラス幹事そろったから、みんなが来るまでに準備終わらせようか。

春代　　すっかたねえ。やるべ。

直樹　　ここの机、じゃまだからどかすべ。おい、光男、おめえ遅れてきたんだから、人一倍働け。
光男　　アイアイサー、ご主人様。お任せあれ。
　　　　直樹と光男、机といすをかかえて消える。
冬美　　食べ物少ねえんじゃないの。も少し買ってこよか。

春代　　家庭科室の冷蔵庫にジュースとか入れておいたよ。

冬美　　じゃあ、取りに行ってけろ。

春代　　やだよ、一人じゃ。あそこ出そうだもん。

千秋　　青木先生も来るんでしょ。

春代　　どうだろね。最近冷めてっから。

　　　　冬美、千秋、春代、机といすをかかえて消える。
溶暗　ライトは舞台中央の夏乃だけ照らす。

中割幕をしめる。
◆第２幕　２０１１年３月１１日

夏乃　　どうして、どうして卒業式のこと思い出せないの。

あたしが卒業式の答辞を読むことになっていた。その原稿が仕上がったのが卒業式前日の午後。あたしは一人教室に残って答辞の清書をしていた。……そうだ、あたしが答辞を清書し終わって、職員室の青木先生の所に行こうと席を立った時だった。……いきなり地面から突き上げられるような激しい揺れを感じた。
　　　　音響（地震の音）

中学生数人登場。暗い中を動き回る。
中学生１　　おい、地震だぞ。かなり大きいぞ。（全員しゃがむ）
中学生２　　みんな伏せて！姿勢を低くして！
中学生３　　これ、震度いくつぐらい？
中学生４　　かなり大きくない？ 
中学生５　　天井が落ちるかもしれないよ。
中学生６　　上を見て。ライトがすごい揺れてる。

中学生７　　ああ、早くおさまって、お願い！
　　　　うずくまる中学生たち

夏乃　　揺れがおさまると、すぐに校庭に避難した。目の前に海が見えた。……でも、みんなすぐに海の異変に気がついた。

　　　　中学生立ち上がる

中学生１　　（指さしながら）おい、見ろよ。海水が沖の方に逆流してるぞ。
中学生２　　ねえねえ、海鳥がなんだか騒がしいよ。

中学生３　　（指さしながら）何あれ？

一同　　　　えっ？

中学生４　　海が渦巻いてるよ。

中学生５　　ほ、ほんとだ。あんなに大きな船が渦に巻き込まれてる。
中学生６　　大きなクレーン船が流されていくよ。

中学生７　　こ、これは、これはきっと大きな津波が来るぞ。すぐに高台に避難だ。
　　　　中学生走って消える。
　　　　津波情報が流れる。

夏乃　　みんな走って校舎の裏の高台に向かった。助かった。まだ、津波は来ない………。
あたしは家族の無事を祈った。お父さんお母さんは大丈夫だろうか。そうだ。今日は２人とも盛岡の方に行っているはずだ。大丈夫、あそこなら津波は来ない。………でも、待って。２人ともいないってことは、もしかしたらラブがお留守番してるってこと？

　　　　直樹、春代、冬美、千秋、光男、息を切らして登場。５人とも中学の制服を着ている。中央に立つ夏乃。
光男　　はあはあ、何とか助かった。

春代　　これ、やばくない？　さっきの揺れ方、普通じゃねえよ。

千秋　　ねえねえ、見て。海の逆流が止まったよ。
冬美　　さっきよりも海面が上昇してない？
直樹　　そうさ。これはきっと大きな津波が来るよ。前に、昭和三陸地震のこと、じいちゃんから聞いたことある。海の水が逆流したら、すぐに海から離れて、高台に避難しろって。
千秋　　ねえねえ、見て、ずっと向こう。

光男　　どれ？

千秋　　ほら、ずっと沖の方。

一同　　あっ！

冬美　　あの白いけむりのように見えるの、あれって、もしかしたら、つ・な・み？

　　　　一同凍りつく。

直樹　　やばいよ！じいちゃんの言ってた通りだ。これはとても大きいぞ！

光男　　（下にいる人に向かって）おーい、早く逃げろ！津波がくるぞ。　

夏乃　　（突然）あたし、行かなきゃ。

一同　　えっ。

夏乃　　あたし、行く！

千秋　　行くってどこさ行くの？

夏乃　　家、私の家。

春代　　何言ってんだべ、ナツ。見て見なよ。（指さして）もうすぐ大きな津波が来るんよ。

夏乃　　家にラブが、犬が留守番してるの。今日両親いないの。

直樹　　だめだ！もうすぐ津波の第一波が到達するんだぞ。

夏乃　　大丈夫。まだ間に合うよ。ほら、家すぐ近くだし、脚には自信あるから。

直樹　　だめだ、だめだ！　勝手な行動はするなって先生たち言ってたじゃねえか。

夏乃　　私にとってラブは家族も同然なの。お願い、行かせて！
制止を振り払い、夏乃走り去る。
一同　　あっ、待って。

千秋　　だめだよ。なっちゃん。戻ってきて！

直樹　　もうすぐ津波が来るぞ！　危ないから。頼むから、頼むから戻ってくれ！
春代　　青木先生、青木先生、なっちゃんが家に帰りました！
千秋　　なっちゃん、頼むから、戻ってきて！

光男　　おい、見ろよ！
　　　　一同凍りつく。

冬美　　だんだん近づいてくるよ！でも、うちの町、あんなに大きな堤防があるから大丈夫だよね。

直樹　　んだ。大丈夫だ、きっと。こんだけ堤防大きいからきっと大丈夫だよ。

春代　　頼む、頼むから止めてくれ、止まってくれ！（祈る）…………………………。
　　　　次の瞬間

一同　　えっ！（唖然）

春代　　おいおい、何だよ。堤防越えちゃったよ。やばいよ。

光男　　何だよ、これ！どうしたんだよ。
千秋　　堤防こわれてるよ。

直樹　　なにが防波堤だよ！……なにが防潮堤だよ！
冬美　　うわあ、だめだ、津波すごい高いよ。

光男　　やばい、やばいよ！
冬美　　あの波を見て。海の水が……真っ黒だよ。

千秋　　ああ！車も、家も、……全部流れてく……。

直樹　　おらたちの町が、……おらたちのふるさとが、……消えていく……。

春代　　あっ、あれは……。

一同　　えっ？

春代　　あれはあたしん家……あたしの家が流されていく…………父ちゃん、母ちゃん！（走って向かおうとする）
冬美・千秋　ハルちゃん！だめ、行ったらだめ。（二人がかりで必死に引き留める）
春代　　父ちゃん、母ちゃん！ああ……。（くずれる）

光男　　これは、夢だ、夢だ、夢であってくれ！
冬美　　あれ見て。今度はおらたちの学校が津波にのみ込まれていく……ああ、校舎の３階まで飲み込んだよ。おらたちの３年４組が津波に飲み込まれるよ。……もう終わりよ……何もかも終わりだわ。
直樹　　……あれは……あれは、津波なんかじゃないよ。……あれは悪魔だよ、きっと化け物だよ……。

暗転
　　　　ナレーター登場
ナレーター　その後、津波は第２波、第３波と何度も私たちの街に押し寄せてきた。自分たちの家、暮らしてきた街、そして多くの命、津波は私たちから大切なものを容赦なく奪っていった……。それは、天が与えた試練というにはあまりにもむごいものでした。自然を前にして、私たち人間はあまりにも無力であることを思い知らされました。

あれから半年、私たちの街は、少しずつ復興の歩みを進めていきました。
◆第３幕　病室にて
下手。夏乃はベッドで寝ている。
直樹の声「じゃあ、そろそろ失礼します」
母　　　　いつもいつもありがとね。
母、下手から花を持って登場。夏乃の枕元にある棚に置く。棚にはラブの写真が飾ってある。
夏乃　　（ゆっくり起きる。あたりを見回して、やがて小さな声で）お母さん。
母　　　…………。
夏乃　　……お母さん……。
母　　　（ふりかえり）夏乃！。
夏乃　　……ここ、どこ？……。

母　　　よかった！（抱きしめる）…………やっと話をしてくれたのね。ああ、よかった。
夏乃　　……ここ、病院？……
母　　　そう。……あの日からずっとここにいたのよ。

夏乃　　……あの日？
母　　　そう、３月１１日。

夏乃　　３月１１日？

母　　　何も覚えてないのね。地震のことも、津波のことも……。

夏乃　　……さっき、夢見てた。大きな津波が押し寄せてきた日のこと。……でも、そのあとは……そのあとは……どうしても思い出せない……。（頭をかかえる）
母　　　いいのよ、無理に思い出さなくても。

夏乃　　ううん、教えて。

母　　　……あの翌日、津波に飲み込まれたあなたを救助隊の方が必死に捜索したの。そしたら……そしたら、がれきの中に埋まっていたあなたをラブが必死に吠えて救助隊の方に教えてくれたの……。
夏乃　　……そうだったの………。

母　　　みんな、奇跡だって言ってたわよ。………でも、その後のあなたは、意識は回復したんだけど………話ができなくて、記憶も全然もとに戻らなくて。
夏乃　　……そうだったんだ。（うつむいて首を振って）……ねえ、ラブは？……ラブはどこ？

母　　　……あれから数日後、静かに息を引き取ったわ。（ラブの写真を夏乃に渡す）あなたが助かって安心したのね、きっと……。
夏乃　　……そうだったの。ありがとう。ラブ！（ラブの写真を抱きしめる）……ごめんね、お母さん、心配ばかりかけて。

母　　　いいのよ。夏乃が無事であってくれればそれで……。そうだ。この花、大野くんが持ってきてくれたのよ。
夏乃　　大野くん？

母　　　覚えてない？

夏乃　　…………。
母　　　今日こそ記憶を取り戻してくれないかって言ってたわ。

夏乃　　…………今日こそ？
母　　　ええ。……そうだ。今、お父さんに連絡するね。（病室から出て行こうとする）
夏乃　　…………ねえ、お母さん、今日は何日？

母　　　（携帯から耳を離し）今日は１０月２６日よ。（病室から出て、携帯で電話する）
夏乃　　１０月２６日。……そうか。あたし、あれからここにずっといたんだ。……１０月２６日……。あれ、今日は何の日だっけ。何か約束したような……ええっと（頭をたたいて）思い出せ、思い出せ。………そうだ。（立ち上がる）今日は「クラスの日」じゃない！（近くにあるカーディガンを羽織り、どこかへ行こうとする）

母　　　（携帯から耳を話し）ちょっと待って。どこ行くの？

夏乃　　外行ってくる。
　　　　夏乃、消える

　　　

母　　　夏乃、待ちなさい。だめ、行ったらだめよ！……あなたが懐かしいと思うものは、………もう………何もないのよ！
暗転（中割幕開ける）
◆第４幕　再会
　　　　中学校の正門前。そこには校舎はなく、がれきが山と積まれている。

海鳥の鳴き声と潮騒がもの悲しく聞こえる。
夏乃　　……あたし、まだ夢をみているの？……これが……これがあたしの街？……これがあたしの中学校なの？……何もかもなくなっている、………あまりにもひどすぎる……お願い。あたしの思い出を返して。……私のふるさとを返して……お願い………。（うずくまる）
　　　　あれから半年経って少したくましくなった直樹、登場。

直樹　　（そっと近づく）もしかして南さん？……南夏乃さんでしょ。
夏乃　　（ふりかえる）。
直樹　　やっぱりそうだ。
夏乃　　………。

直樹　　ほら、覚えてねえかな。おらのこと。黒崎中学校３年４組でいっしょに学級委員やってた……。

夏乃　　（立ち上がって）……大野くん？……大野直樹くん？………。

直樹　　んだ。大野直樹だよ。よかった。やっぱここに来たんだ。……今さっき、お母さんから連絡があったんだよ、突然外に出て行っちゃったって。だったら、たぶんここじゃないかなって。ああ、よかった。
夏乃　　……ねえ。これって、夢なの？現実なの？

直樹　　……残念だけど……すべて現実だよ。
夏乃　　……でも、これって……あまりにも……あまりにもひどすぎるよ。……だって、何にもないじゃない！（泣く）

直樹　　……無理もないよな。南さん、ずっと記憶失ってたんだから。……でも……でもね、ちょっと前まではこんなもんじゃなかったんだ……もっと、もっとひどかったんだ。（封印していた記憶がよみがえる）
夏乃　　……そうだったの……ごめんね。……みんなはどうなの？友達とか同級生とか…。
直樹　　３年４組のみんなは無事だったよ。あの後、高台に避難して、全員助かったんだ。

夏乃　　そうだったんだ。……よかった……。

直樹　　……でも、中学校は見ての通りさ。
夏乃　　…………。

直樹　　ついこないだまで校舎残っていたんだけどね……おらたちの教室、泥だらけだった。津波の直前にもらった卒業アルバム、あれも全部津波に持って行かれたよ。

夏乃　　…………。

直樹　　……自分の家が津波で流されて、仮設住宅で暮らしていたり、東京や仙台に引っ越した同級生も多いんだ。……。
夏乃　　…………。

直樹　　家族をなくした同級生もいるよ。……クラスメートの西田さん覚えてる？

夏乃　　……（少し首をかしげる）。
直樹　　西田春代さん。ほら、おらといつもぶつかってた女の子。……彼女、……（こみ上げてくるものをおさえながら）津波で自分の家が流されていく所を見たんだ。……お父さんは亡くなった。お母さんも未だに見つかってないんだ……。
夏乃　　…………。

直樹　　……今はこの街を離れ、東京のお姉さんの所で暮らしてる。
夏乃　　………。

直樹　　……それから、東さん。東千秋さん。
夏乃　　……（小さくうなずく）
直樹　　彼女もお父さんの勤め先が津波で流され、今は一時的に仙台で暮らしてるんだ。

夏乃　　………そんな悲しい出来事があったなんて……。

直樹　　……（うなずく）でもね。今日のこと、覚えていてくれたんだろ。

夏乃　　……（静かにうなづく）さっき、夢を見ていたの。「クラスの日」のこと。……。
直樹　　そうなんだ。でも、もうすぐみんなとここで再会できるよ。この町を離れたクラスメートも来るんだ。南さんのこと見たらきっと喜ぶよ。
夏乃　　…………。

その時、遠くの方で冬美の声がする「もしかしてなっちゃん？」
冬美、千秋、春代登場。
三人　　なっちゃん！
冬美　　おらだよ、おら。忘れちゃったの？

夏乃　　･･･………もしかしてフーちゃん？

冬美　　そぅだよ。冬美だよ。
夏乃　　･･･………（千秋のほうを見て）チーちゃん？
千秋　　そう。

春代　　ねえねえ、私は？

夏乃　　（春代のほうを見て）…………ハルちゃん！（抱きしめる）
春代　　よかったね。やっと回復したんだね。

冬美　　奇跡だよ。今日ここでなっちゃんと再会できるなんて。
夏乃　　みんなごめんね。……ほんとに心配ばかりかけてごめんね。

千秋　　もうだめかと思ったんだよ、なっちゃん。……でも、ほんとよかった。
　　　　間

夏乃　　……聞いたよ、ハルちゃん。さっき直樹くんから。あれから苦労したんだね。

春代　　……うん、いろいろあったよ。お父さんもお母さんもいなくなったし、家も写真も学校も何もかも流されたし。……でもね、いつまでも泣いてたって始まらないでしょ。

夏乃　　…………。

春代　　今は東京の姉ちゃんの所で暮らしているの……。でも、でもね……あたしね。春になったら姉ちゃんとこっちに戻ってくるよ。

三人　　ほんと？

春代　　うん。やっぱりここが一番。……またみんなといっしょだよ。
三人　　ほんとに？ああ、よかった。

　　　　間

春代　　あたしね。震災が起こる前は、この町が大嫌いだった。高校を卒業したら、この町から逃げだすことばかり考えてた。……でも、今は大切な場所。……そう、自分が一番素直になれるところ。……ずっとずっとここで暮らしたい。……そして……みんなといっしょにもう一度この町をつくりたいの。

一同　　……（笑顔でうなずく）……。

春代　　……（校門の方へ歩く）ほら見て。いつのまにかもう花が咲いてるよ。あれ、あたしたちが種を蒔いたんだよね。この辺塩水かぶって、しばらく植物生えないって言われてたのに。……すごいね、自然の力って。あたしもこの花のように強く生きていきたい。……もう踏まれても塩水かぶっても大丈夫だよ。

一同　　…（深くうなずく）……。
直樹　　……そうだ。いいこと思いついた。

一同　　えっ？

直樹　　これからおらたちみんなで黒崎中さ行かねえ？

千秋　　うん、行こ、行こ。

夏乃　　えっ、黒崎中って？

冬美　　ついこないだ仮設校舎ができたんだよ。

夏乃　　ほんと？

直樹　　うん。ほら、覚えてる？黒崎岬のキャンプ場。おらたちバーベキューして遊んだべ。
夏乃　　……うん。

直樹　　あそこに仮設校舎ができたんだ。きっと青木先生もいるよ。

夏乃　　えっ、青木先生いるの？

直樹　　んだ。南さんのこと見たら、きっと喜ぶよ。
千秋　　あたし会いたい。
春代　　おらもひっさすぶりにあいてえだ。今度こそ思いっぎり抱きすめてやるべ。
一同　　（笑い）

冬美　　（笑いながら）やっぱ、ハルにはここのことばが一番似合ってるべさ。ふるさとのことばは大切にするこった。
春代　　そうだべ。東京では気取ってながなが東北弁しゃべれなかったもんな。いやあ、やっぱおらにはここが一番だ。海はあるし、山もある。そしてみんな優しい……。こんなおらにもな、「お帰り。よく帰ってきたね」って……。みんな温かく迎えてくれたの……。（顔を伏せて泣く）
直樹　　（春代にそっと近づいて）ほら、岩手の誇り、石川啄木先生も歌ってるべ。「ふるさとの山に向かひて言うことなし　ふるさとの山はありがたきかな･･･」
春代　　（泣いていたかと思いきや）なあに、こったなとこでくっせーこと言ってんだべ。（どつく）

直樹　　痛ってえな。せっかく感動のシーンなのに。また倍返しするぞ。

春代・直樹　（ファイティングポーズ）

一同　　（笑い）

夏乃　　（笑顔を取り戻して）あたし、だんだん思い出してきたよ。二人とも中学の時と全然変わってないね。
直樹・春代　（照れ笑い）
千秋　　あっそうだ。いいこと思いついた。卒業式に出られなかったなっちゃんのために、もう一度卒業式やってもらわねえ？　

直樹　　あっ、それはグッドアイデアだ。きっと青木先生も賛成してくれるよ。
夏乃　　えっ、いいよ。そんなことまで……。

直樹　　大丈夫だ。あれでもおらたち３年４組の学級担任なんだから。きっと賛成してくれるよ。

春代　　そうだべ。いやって言わせねえよ。大丈夫だ。おら、青Ｔの秘密握ってっから。

一同　　（笑い）
直樹　　さあ、行くべ。（直樹小走りで去る）
三人　　ああ、ちょっと待って。（千秋、春代、冬美消える）

夏乃　　………（ふりかえり、がれきの山を見つめている。花に近づき、そっと撫でる）………

　　　　舞台袖から春代「ナツ、早く行くべ」の声

夏乃　　……うん。（静かに歩き出し、消える）
　　　　暗転（少し明かりを落とす）
◆エンディング　花は咲く
　　　　合唱曲『花は咲く』（作詞・岩井俊二、作曲・菅野よう子）が流れる。
　　　　歌詞の部分が流れて明るくなる。
がれきを片付ける旧３年４組のクラスメートたち。

歌詞　真っ白な　雪道に　春風香る
わたしには　なつかしい
あの街を　思い出す　　
叶えたい　夢もあった
変わりたい　自分もいた
今はただ　なつかしい
あの人を　思い出す


暗転（完全に暗くする　この時花をセットする）
歌詞　誰かの歌が聞こえる
誰かを励ましてる
誰かの笑顔が見える
悲しみの向こう側に


　　　舞台再び明るくなる。この時、舞台上には美しい花々が咲いている。
まるで東北の復興を祈るかのように……。
歌詞　花は　花は　花は咲く
いつか生まれる君に
花は　花は　花は咲く
わたしは何を残しただろう

　　　　
校門付近に並ぶクラスメートたち。夏乃の登場を待っている。
　　　そこに夏乃と母が登場。手には卒業証書と花束を持っている。

拍手で迎えるクラスメートたち。
　　　母が記念写真を撮る。

＝幕＝
この物語を先の東日本大震災で亡くなられた方々に、また、東北の復興にたずさわるすべての方々に、とりわけ、作品の舞台とさせていただいた三陸地方の未来に捧げます。
　　　　　　２０１３年１０月　　板橋区立上板橋第一中学校演劇部一同
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